
(2)応募並びに採択状況

平成 16年度のこれらの研究課題について,99件

(143名.)の応募があり,運営委員会共同利用研究専門

委員会 (寺尾恵治,長谷川寿-,山極専一)並びに共

同利用研究実行委員会 (清水慶子,友永雅己,渡連邦

夫,溝田穣)との合同会議において採択原案を作成し,

協謎員会 (平成 16.年 2月9日)の審議 ･決定を経て,

運営委員会 (平成 16年3月30日)で了承された.

その結果,ラl件 (135名)が採択された∴各課題

についての応募 ･採択状況は下記のとおりである.

探題 応募 採

択計画研究1 6件 (14名) 6件 (1

4名.)計画研究2 lュ件 (13名) lュ

件 (13名)計画研究3 4件 (5

名) 4座 (5名)計画研究4 14件 (17

名) 14件 (17名)計画研究5

6件 (8名) 6件 (8名)自由研究

36件 (59名) 32件 (55名)施設利用 ユl件 (27名) 1

7件 (2J3名)内 l件辞退 2.研究成果(1)計画研究

1-1サル類におけるミクロスポリジア感染の疫学

古屋宏二 (国立感免研究所 ･寄生動物),

松林伸子,松林清明 (京都大 ･霊長研)

サル類特に日本ザルにおけるミクロスポリジアEncephaLL'tozoonc

uTlicuIL'感染の血清疫学的研究を行った.1989-19

99年に採取した46血清検体と2004年に採取した45血清検体を使用した.solu

bleantigenenzym e-linkedinmlunOSOrbentassay(SA-

ELISA),Wh olecellELISA(C-ELISA)及びWe

stemblot(WB)による間接酵素抗体法でIgM,IgG,I

gA抗体の分別測定を行った.1989-1999年採取検体のS

A-ELISAによる平均ELISA値+sD値は,IgM抗体が 0.182+0.097,

IgG抗体が0.043ltO.04,2004年採取検体では

ⅠglvI抗体が 0.23佃.14,IgG抗体が0.0121

や.028と何れもかなり低い値を示した.因みに.ETICePhalt'to

zooTl流行リスザル群 19血清検体のIgG抗体の平均 EL

ISA 値+ sD 値は 1.7+0.591であった.C-ELISA測

定では,91検体のうち6例 (6.6%)が200倍以上の抗体価を

示した.IgM抗体が25Jl,IgG抗体が1例,I

gA抗体が l例,IgM及びIgG抗体が2例に認められた.こ

のうち4例は1989-1999年採取検体,2例は2004年採取

検体であった.WB分析により,C･ELISAで200倍以上

の血清検体は,IgM抗体400倍.IgG抗体800倍の反応性を示す多バンド形成の検体であること

が判明した`以上の成績は,今回研究対象にしたニホンザルが血清疫学的

にEncephaLL'tozoon非流行のコロニーからの群であったことを示す一九 Encephalitozoon

感染初期あるいは自然免疫の個体が本群に存在

していたことを示唆するものと思われた.1-2霊長類における

心理的幸福の評価と長期モニタリング法の開発

森村成鹿 (林原生

物化学研究所 ･類人猿研究ヤンクー)

･飼育下霊長類では心身両面の健康に配慮する必要

があ争.物理的 ･社会的環境は個体の行動に大きく影

響し,劣悪な環境では心理的幸福が損なわれて常同行

動や自傷行為などの行動異常が生じる.心理的幸福の

評価法の確立を目的とし,本研究ではニホンザルのケージ単独飼育3個体と屋外集団飼育 19個体を対象に.

環境に強く影響される行動を調べた.屋外個体では環

境エンリッチメントとしてタワー設置前後で行動を比較し,3次元空間



休息,探索.自己指向的動作,移動,社会交渉,その

他に区分し.ケージ個体は1日9時間の観泰を9日間,

屋外個体は1日30分の観察をエンリッチメント前後に

各30日間おこなった.その結果,ケージ個体は休息と

自己指向的動作が全体の 80.6%,屋外個体は休息と移

動が68.1%を占めた.ケージ個体は68.1%を1ヶ所で過

ごし.屋外個体は高所で 73.9%を過ごし,様々な高さ

を利用した.エンリッチメント前後で自己指向的動作

は 5.も%から0%に消失した.以上から,ケージ単独飼

育では活動性が低いこと,自己指向的動作は環境間で

大きく変化し.心理的幸福の行動指標となりうること

が示唆された.

1-3霊長類の潜伏感染ウイルスの比較と動態

石田貴文,セ-チャン･ヴァンナラ (東衷大

･理)

潜伏感染するウイルスは直接症状を呈さなくとも,

その感染が間接的に疾病の発症と関わることが多く,

それらウイルスのモニタリングは人猷問わず公衆衛生

学的に重要である.本研究では.常在ウイルスのうち

γ-ルペスウイルス(LymphocTyPtOVt'rus)を対象とし,1)
霊長類各種におけるウイルス検出･ゲノム比較と2)宿

主の健康指標として細胞外ウイルスゲノムの検出をお

こなうための基礎研究を行った.r-ルペスウイルス

(primatelymphocryptoviruS)の系統比較とコアシーケ

ンス (ウイルスの存続･病原性等に関わる普遍的配列)

の同定のため,大型類人猿から新世界ザルまでを対象

とし採血した.

霊長類LymphocTyPtOVirusのコアシーケンス検出用

PCRプライマーの設計をおこない.ヒト･類人猿 ･旧

世界ザルのウイルスについて検出可能であることを確

認した.このプライマーを用い既存の霊長類細胞株中

の r-ルペスウイルス感染の有無と塩基配列を調べた

ところ,意外にもヒトウイルスの感典が多く見られた.

健康指標としての細胞外ウイルスゲノムについては,

チンパンジー血焚･唾液を用いリアルタイムPCR法に

よってゲノムの有無とコピー数を罪定する系を確立し

た.

1･4様々な疾病におけるマカク類サルの調節性cD4細

胞塊団の変化と機能

中垣和英,中村伸一朗 (日本獣医畜産大･獣

医),後藤俊二 (京都大･霊長研)

cD25+cD4+細胞サブセットは免疫応答の調節機

能を有する細胞亜典団としてしられている.この集団

のもっとも大きな調節機能は自己反応性の細胞と括抗

して,末梢性の自己免疫性応答を抑制することにある..

さらに,この亜集団は種々の感姓症やアレルギー疾患

においても.重要な調節性の役割を洪じている.私共

は,免疫生物学的目的から,主にニホンザルを中心と

するマカク類における.この荘柴田の役割に注目した.

今回は,末梢血中のCD25+cD4十細胞の割合を,健常な

サルの末梢血と免疫系にゆらぎの生じるような状態の

サル末梢血の亜袋田を調べた.

方法 :抗体はベクトン･デッキンソン杜p･D杜)

のCD4･PE.CD25･FITCラベル抗体を用いた.サンプル

は末梢血より採血し.-バリン処理血液として.高速

遠心後,buf&coatを採取,L-12培地に懸濁し.宅配便

にて.本学に輸送した.リンパ球分離のために,この

懸濁液をHistopaque1.077に塵屈し,2,0(氾rpmで30分
遠心し,中間層を採取した.この層は82%から95%が

リンパ球であった.この細胞を lmlに百万個になるよ

うに浮遊細胞液を作製した.百万個の細胞を用いて,

dual染色を行い,FACSCalibur(B･D社)を用いて,プロ

ピジュム染色でFL3上の陽性細胞として除外して,チ

ータ採取と解析を行った.

健常なニホンザルのこの亜集団の割合は,リンパ

球中0.2から1.5%で,人やマウスで報告されている値

に近いと思われる.主に外傷などの疾患の場合,この

亜集団の割合が高くなる個体もあったが,正常値内に

収まる物もあった.この亜免田の割合を上昇させる要

因との関連を見つけることは出来なかった.さらに,

この集団のサイトカインプロファイルを調べるために,

この集団の精製を試みた.そこで,CD25+cD4+蚕典団

を分離するキットを検討したが,マカク類サルでは純

皮,回収共に不十分であった.組織内での分布につい

ては,現在検討中である.

1-5T細胞分化過程におけるレトロウイルス盛典と分

化異常の解析

速水正鼠 伊吹謙太郎.三宅在子,

竹村太地郎.秋山尚志.斎藤尚紀 (京都大･

ウイルス研 ･霊長類モデル研究領域)

昨年度に引き続き,レトロウイルス感染の胸腺細

胞分化 ･増殖過程に及ぼす影響を,供与された正常ア

カゲザル胸腺 (8 ケ月令,1頭) と xenogenic

monkey-mousefetalthymusorganculttqe伊TOC)system

を用いて解析した.FTOCsystemはirrmaturethym ocyte

(CD3･/4･/8･)から maturethymocyte(CD3+/4+/8+)に分
化 ･増殖させる事の出来る臓器培養系であり,ウイル

スを加えない場合には,培養 14日目で約75%がmature
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